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第一部の4名のパネリスト。
左上／神宮式年造営庁技術総監・中村光彦氏、右上／宮
大工・小川三夫氏、左下／大成建設・森田仁彦氏、右下
／元大林組京都迎賓館建設工事統括所長・水本豊弘氏

（講演順）

天皇・皇后両陛下の御臨席のもと開催された
開会式の様子。UIA大会の日本開催は初めて。

「DESIGN 2050―災害を克服し、一丸とな
って新しい未来へ―」をテーマに掲げ7日間
活発な議論がなされた。
©UIA2011 TOKYO Japan Organizing Board（JOB）

上段右から／ロビー・ギャラリーに
おける登録受付の様子。世界中から
東京に数多くの建築家が集まった。
中／地階・展示ホールでは、「第10
回 すまい・建築・都市の環境展 
ecobuild 2011」が行われた。
左／地上広場・ガラス棟のガラス壁
面には、「一万人の世界建築家展」パ
ネルが展示された。

下段右から／公開プログラム・安藤
忠雄氏による講演「若者に語る/建
築とはなにか」。他にも多くの講演
がなされた。
中／大会メインテーマ「DESIGN 
2050」を巡る3つのサブテーマ「環
境」「文化」「生命」のもとに世界各国
から数多くの論文が発表された。
左／竹中大工道具館の協力により、
カンナがけの実演等が行われた。

　

Ｕ
Ｉ
Ａ
二
〇
一
一
東
京
大
会
、
第
二
四
回
世
界
建
築

会
議
が
、
九
月
二
十
五
日
か
ら
十
月
一
日
ま
で
、
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
中
心
に
開
か
れ
た
。
Ｕ
Ｉ
Ａ
（
国

際
建
築
家
連
合
）
は
世
界
の
建
築
家
に
よ
る
職
能
団
体

で
、
一
四
〇
万
人
を
超
え
る
世
界
の
建
築
家
が
参
加
す

る
組
織
で
あ
る
。
日
本
で
の
大
会
開
催
は
初
め
て
で
あ

る
。
東
日
本
大
震
災
等
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
た
が
、
約

一
一
〇
の
国
と
地
域
か
ら
五
、〇
〇
〇
人
以
上
が
参
加

し
、
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

　

社
団
法
人
日
本
建
設
業
連
合
会
（
以
下
、
日
建
連
）

は
九
月
二
十
六
日
、
Ｂ
Ｃ
Ｓ
建
築
セ
ミ
ナ
ー
を
Ｕ
Ｉ
Ａ

二
〇
一
一
東
京
大
会
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
日
本

組
織
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｂ
）
と
の
共
催
で
開
催
し
た
。
こ

れ
は
例
年
行
っ
て
い
る
Ｂ
Ｃ
Ｓ
建
築
セ
ミ
ナ
ー
を
拡
大

し
た
も
の
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
深
尾
精
一
・
首
都

大
学
東
京
教
授
を
迎
え
た
。

　

日
本
に
は
古
く
か
ら
高
度
な
建
築
技
術
を
活
か
し
た

建
築
創
造
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
時
代
を
通
し
て
質
の
高

い
建
築
を
生
み
続
け
て
き
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
「
日
本
の

建
築
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
古
代
の
日
本
建
築
の
起
源

か
ら
未
来
へ
の
展
望
ま
で
を
通
し
で
探
っ
た
。

　

第
一
部
で
は
、
中
村
光
彦
氏
（
神
宮
式
年
造
営
庁
技

術
総
監
）
に
よ
る
「
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
の
造
営
」、
小

川
三
夫
氏
（
宮
大
工
）
に
よ
る
「
棟
梁
の
心
」、
森
田
仁

彦
氏
（
大
成
建
設
）
に
よ
る
「
五
重
塔
の
構
造
検
証
」、

水
本
豊
弘
氏
（
元
大
林
組
京
都
迎
賓
館
建
設
工
事
統
括

所
長
）
に
よ
る
「
桂
離
宮
か
ら
京
都
迎
賓
館
へ
」
の
講

演
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
深
尾
教
授
の
進
行
の
も

と
建
築
家
の
枝
川
裕
一
郎
氏
、
建
築
史
家
の
後
藤
治
工

学
院
大
学
教
授
に
よ
る
鼎
談
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
で
は
ま
ず
、
中
村
氏
は
、
伊
勢
神
宮
の
建
築
様

式
に
つ
い
て
は
、
材
料
や
構
造
が
そ
の
ま
ま
活
か
さ
れ

た
最
も
シ
ン
プ
ル
で
究
極
的
な
均
衡
の
姿
で
あ
り
、
自

然
と
建
物
と
の
調
和
が
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
式
年

遷
宮
は
石
造
建
築
の
よ
う
に
物
理
的
に
永
遠
性
を
求
め

る
の
で
な
く
寿
命
が
来
た
も
の
を
建
て
替
え
な
が
ら
永

遠
の
姿
を
求
め
る
こ
と
、
そ
し
て
常
に
作
り
替
え
る
こ

と
に
よ
り
技
術
が
伝
承
さ
れ
る
こ
と
が
特
色
で
あ
る
と

し
た
。
ま
た
、
二
百
年
計
画
で
宮
域
林
で
ヒ
ノ
キ
を
育

成
し
て
い
る
こ
と
、
旧
社
殿
の
古
材
が
他
の
神
社
で
再

利
用
さ
れ
る
な
ど
を
紹
介
し
、
式
年
遷
宮
が
、
最
新
の

優
れ
た
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

次
に
、
古
代
か
ら
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
宮
大
工
の
小

川
氏
は
、
師
で
あ
る
西
岡
棟
梁
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、
多

く
の
寺
院
の
建
設
・
修
繕
に
携
わ
る
一
方
で
後
進
の
指

導
に
当
た
っ
た
経
験
等
を
交
え
て
、
棟
梁
の
心
を
披
露

し
、
法
隆
寺
五
重
塔
の
軒
の
線
に
隠
さ
れ
た
工
夫
、
薬

師
寺
東
塔
と
西
塔
復
元
で
の
工
夫
の
例
を
引
き
な
が
ら
、

そ
の
「
心
」
の
一
端
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
東
大
寺
転

害
門
に
見
る
「
木
の
使
い
方
は
育
っ
た
方
角
に
使
用
」

な
ど
の
、
古
代
か
ら
伝
わ
っ
た
口
伝
を
い
く
つ
か
紹
介

し
、
法
隆
寺
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
の
建
築
物
が

千
三
百
年
以
上
の
生
命
を
保
っ
た
理
由
の
一
端
を
明
ら

か
に
し
た
。

　

森
田
氏
は
、
現
代
の
技
術
で
新
た
に
建
て
ら
れ
た
五

重
塔
を
紹
介
し
た
。
近
年
特
に
、
伝
統
的
な
建
築
物
の

様
式
を
現
代
の
法
規
・
技
術
基
準
に
適
合
す
る
形
で
実

現
す
る
例
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
検
討
と
し

て
、
構
造
検
証
の
た
め
に
解
析
用
に
モ
デ
ル
化
、
柱
の

傾
斜
復
元
力
、
貫ぬ

き

に
よ
る
回
転
バ
ネ
モ
デ
ル
、
落
と
し

込
み
板
壁
の
変
形
性
能
を
利
用
し
た
筋
か
い
状
の
軸
方

向
バ
ネ
効
果
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
。

日本の建築創造
システムを世界へ

BCS建築セミナー開催報告

第
一
部

 「
過
去
か
ら
現
在
へ

 

―
共
生
の
心
と
匠
の
技
術
」

第一部鼎談の様子。4名の講演をうけ、首都大学東京教授・深尾精一氏の
進行によって、建築家の枝川裕一郎氏と建築史家、工学院大学教授・後
藤治氏によって「日本の建築のこころ」をテーマに鼎談が行われた。

日
本
初
の
世
界
建
築
会
議
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水
本
氏
は
、
日
本
の
伝
統
建
築
の
大
き
な
分
野
で
あ

る
住
宅
と
数
寄
屋
で
、
現
代
に
生
き
る
伝
統
技
術
を
紹

介
し
た
。
桂
離
宮
御
殿
整
備
工
事
（
昭
和
五
十
一
年
〜

五
十
七
年
）
で
は
伝
統
的
な
仕
上
げ
の
技
法
で
建
物
を

解
体
修
理
し
、
他
方
、
狩
野
尚
信
作
の
襖
は
模
写
に
よ

り
復
元
す
る
等
の
多
彩
な
方
策
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を

紹
介
し
た
。
京
都
迎
賓
館
建
設
工
事
（
平
成
十
三
年
〜

十
七
年
）
で
は
、
現
代
の
建
築
技
術
と
、
綴
壁
画
、
截

金
、
蝋
色
漆
塗
り
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
伝
統
技
術

が
融
合
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
伝
統

技
術
の
伝
承
の
た
め
に
は
、
現
代
建
築
に
お
い
て
も
伝

統
技
術
を
取
り
入
れ
た
設
計
内
容
と
す
る
な
ど
、
建
築

界
と
し
て
、
伝
統
技
術
に
「
傘
を
差
す
」
べ
き
で
あ
る

等
の
提
言
を
行
っ
た
。

　

講
演
に
つ
づ
い
て
の
鼎
談
で
、
枝
川
氏
は
、
日
本
文

化
の
特
質
に
、
素
材
を
活
か
す
扱
い
方
、
部
分
か
ら
全

体
を
作
り
こ
ん
で
ゆ
く
構
成
方
法
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
、

後
藤
教
授
は
、
伝
統
技
術
が
使
わ
れ
る
た
め
に
環
境
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
伝
統
建
築
を
再
評
価
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
、
諸
外
国
で
は
文
化
財
に
関
す
る
技
術
の

確
保
の
た
め
の
制
度
・
方
策
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
、
古
く
か
ら
日
本
で
は
大
工
が
職
人
と
し
て
尊
敬
さ

れ
て
き
た
こ
と
、
深
尾
教
授
は
、
技
術
の
伝
承
が
重
要

で
あ
り
、
ま
た
日
本
の
建
築
の
作
り
方
に
自
然
と
の
共

生
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
様
々
な
角
度
か

ら
の
論
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、「
民
家
で
あ
ろ
う

と
、
お
寺
で
あ
ろ
う
と
、
作
っ
て
い
る
の
は
み
ん
な

『
職
人
さ
ん
』
と
認
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
う
い
う
人
が
建

ビ
ル
」、
個
人
対
応
の
環
境
制
御
に
よ
る
「
ス
マ
ー
ト
ワ

ー
ク
プ
レ
ー
ス
」
等
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

大
林
組
技
術
研
究
所
本
館
は
、
研
究
員
全
員
が
集
合

す
る
研
究
所
の
中
心
施
設
で
あ
る
。
同
技
術
研
究
所
で

は
、
地
震
が
来
て
も
建
物
を
静
止
さ
せ
る
ス
ー
パ
ー
ア

ク
テ
ィ
ブ
制
震
装
置
、
必
要
な
場
所
だ
け
を
効
果
的
に

空
調
す
る
シ
ス
テ
ム
、
屋
根
面
全
面
か
ら
の
採
光
、
を

は
じ
め
と
し
て
様
々
な
先
端
技
術
が
採
用
さ
れ
た
。

築
を
作
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
重
要
な
点
が
あ
る
。

そ
れ
が
今
の
日
本
の
建
設
業
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
建

設
に
携
わ
る
方
々
が
、
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い

る
か
ど
う
か
が
、
い
い
建
築
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ

な
が
る
」
と
ま
と
め
が
な
さ
れ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
自
然
と
の
共
生
に
配
慮
さ
れ
た
建
築

作
品
、
な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
、
箱
根
ラ
リ
ッ
ク
美
術
館
、

慶
應
義
塾
大
学
日
吉
来
往
舎
、
ノ
リ
タ
ケ
の
森
、
佐
川

美
術
館 

樂
吉
左
衛
門
館
が
映
像
で
紹
介
さ
れ
た
後
、

環
境
調
和
型
社
会
を
開
く
ニ
ッ
ポ
ン
の
先
端
技
術
に
向

け
て
、
未
来
を
担
う
六
人
の
総
合
建
設
会
社
の
設
計
者

が
、
自
身
の
設
計
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
作
品
に
つ

い
て
講
演
し
た
。

　

虎
ノ
門
タ
ワ
ー
ズ
は
、
自
社
開
発
の
オ
フ
ィ
ス
と
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
複
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
オ
フ

ィ
ス
棟
で
は
、
日
本
で
最
初
に
本
格
的
に
ユ
ニ
ッ
ト
型

の
ダ
ブ
ル
ス
キ
ン
が
採
用
さ
れ
、
レ
ジ
デ
ン
ス
棟
で
は
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
制
震
装
置
、
長
周
期
地
震
動
対
応
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
運
転
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
先
端
技
術

が
採
用
さ
れ
た
。

　

清
水
建
設
技
術
研
究
所
新
本
館
は
、
二
〇
㍍
×
八
〇

㍍
の
無
柱
大
空
間
研
究
施
設
で
あ
り
、
新
築
時
、
大
架

構
柱
頭
免
震
構
造
に
よ
る
高
機
能
免
震
、
地
上
と
屋
上

の
二
か
所
の
都
市
型
ビ
オ
ト
ー
プ
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
先
端
技
術
が
採
用
さ
れ
、
さ
ら
に
、「
ス
マ
ー
ト

　

T
O
D
A
 BU
ILD
IN
G 

青
山
は
、
自
社
開
発
の
テ
ナ

ン
ト
ビ
ル
で
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
実
現
す
る
の
が
難
し
い

中
小
規
模
の
建
築
物
に
あ
っ
て
、
ダ
ブ
ル
ス
キ
ン
カ
ー

テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
に
組
み
込
ま
れ
た
透
過
型
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
、
地
中
熱
利
用
の
輻
射
空
調
シ
ス
テ
ム
を
は
じ

め
と
し
た
先
端
技
術
を
含
め
、
五
十
の
環
境
配
慮
技
術

が
採
用
さ
れ
た
。

　

大
成
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
本
館
は
、
築
二
八
年
が
経

過
し
た
既
存
研
究
施
設
の
総
合
改
修
で
、
幅
四
㍍
の

﹇Creative Box

﹈
に
よ
っ
て
新
た
な
研
究
施
設
の
使

わ
れ
方
を
創
出
す
る
一
方
、
床
ダ
ク
タ
ル
Ａ
Ｆ
床
版
、

調
光
天
井
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
先
端
技
術
が
採
用

さ
れ
た
。

　

日
産
自
動
車
グ
ロ
ー
バ
ル
本
社
は
、
世
界
で
活
躍
す

る
日
本
の
自
動
車
会
社
の
企
業
理
念
に
通
じ
る
四
つ
の

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
既
存
都
市
空
間
へ
の
適
応
・
共
生
、

共
生
の
相
乗
効
果
を
発
揮
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
公
共

道
路
の
構
成
、
多
様
な
価
値
共
生
の
効
果
を
高
め
る
ワ

ー
ク
プ
レ
イ
ス
、
環
境
共
生
を
実
現
す
る
フ
ァ
サ
ー
ド

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
と
し
て
具
現
化
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
作
品
紹
介
の
後
、
深
尾
教
授
の
司
会
の
も
と
、

講
演
者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
最
後
に

｢

東
日
本
大
震
災
以
降
、
自
然
を
決
し
て
侮
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。
自
然
に
負
け
て
も
い
け
な

い
が
勝
っ
て
も
い
け
な
い
。
そ
れ
が
ま
さ
に
自
然
と
の

共
生
で
あ
り
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
で
は
な
い
か｣

と
ま

と
め
ら
れ
た
。
八
五
〇
人
を
超
え
る
多
く
の
人
が
参
加

し
た
会
場
は
、
熱
気
に
包
ま
れ
た
ま
ま
幕
を
閉
じ
た
。

第
二
部

 「
現
在
か
ら
未
来
へ 

 

―
二
〇
一
一
年
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
を
考
え
る
」

第二部ディスカッションの様子。深尾精一氏（前掲）のコーディネーターとのもと、総合建設会
社の未来を担う設計者6人によって、「環境調和型社会を拓くニッポンの先端技術」についてデ
ィスカッションを行った。

日産自動車グローバル本社
発表者 ： 白川裕信氏（竹中工務店）

TODA BUILDING 青山
発表者 ： 護摩堂淳氏（戸田建設）

大成建設技術センター本館リニューアル
発表者 ： 関 政晴氏（大成建設）

虎ノ門タワーズ
発表者 ： 仙波武士氏（鹿島建設）

大林組技術研究所本館
発表者 ： 大西宏治氏（大林組）

清水建設技術研究所新本館
発表者 ： 神作和生氏（清水建設）

BCS建築セミナー開催報告日本の建築創造システムを世界へ


